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1 まえがき

動画像撮影時の手ぶれを改善するため，スタビライザ
やぶれ補正ソフトウェアが用いられるが，それらの性能
を定量的に評価して比較するための指標がない．そこで
本研究では，動画像における各フレームのエッジ検出数
を用いた評価指標を提案する．

2 研究内容

カメラによる画像撮影の受光時に，撮像素子が動くと
手ぶれが発生する．手ぶれが発生していない画像（図 1）
と発生している画像（図 2）において，エッジを調べて
みると，図 3と図 4に示すように，ぶれが発生している
画像ではエッジ検出数が減少することが分かる．このこ
とから，画像中のエッジ検出数の変動を調べることで，
手ぶれを定量的に表現できると考え，評価実験を行う．
本研究では，画像をモノクロームに変換し，Canny edge
detector[1]によりエッジを検出する．

3 実験結果および考察

スタビライザの性能を確かめるため，手持ちスマート
フォン（画角 73[deg]，画素数 1920× 1080[pixels]，フ
レームレート 30[fps]），機械式スタビライザに搭載した
スマートフォン（同上），電子式スタビライザに搭載さ
れたカメラ（画角 94[deg]，画素数 1920× 1080[pixels]，
フレームレート 30[fps]）で屋内を歩行しながら動画像を
撮影した．各撮影方法において，スタート地点，ゴール
地点，歩くペースは同じとした．手持ちスマートフォン
で撮影した動画像が最もぶれが大きく，電子式スタビラ
イザで撮影した動画像が最もぶれが小さいと認められる．
各撮影方式について，撮影者が動き出した 0フレーム

目から 63フレーム目までの約 2.1秒間のエッジ検出数
を調べた結果を図 5に示す．縦軸はエッジ検出数，横軸
はフレーム数とする．図 5から，ぶれ抑制の性能が低い
ものほど変動が大きいことが分かる．そこで，各時系列
データをフーリエ変換し，パワースペクトルを求めた結
果を図 6に示す．図 6から，ぶれ抑制の性能が低いもの
ほど高周波成分を多く含むことが分かる．
動画像は，シーンの変化が考えられるので，一定区間

のフレームについてエッジ検出数を調べた信号を短時間
フーリエ変換し，パワースペクトルを求めた結果からス
タビライザとぶれ補正ソフトウェアの性能を定量評価で
きると考えている．

図 1 手ぶれなし（一部） 図 2 手ぶれあり（一部）

図 3 図 1のエッジ検出結果 図 4 図 2のエッジ検出結果
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図 5 エッジ検出数
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図 6 パワースペクトラム

4 おわりに
本稿では，スタビライザとぶれ補正ソフトウェアの性

能を定量評価するための新しい指標として，動画像にお
ける各フレームのエッジ検出数を用いる方法を提案した．
現在は短時間フーリエ変換の結果からスタビライザとぶ
れ補正ソフトウェアの性能を定量評価するアルゴリズム
を考えている．その後は，シーンや移動方法が違う動画
像について評価し，有効性を確かめる．
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